
特集

新型たばこ
健康影響と規制のあり方

喫煙の健康影響に関する知識の普及や受動喫煙対策の強化などを背景とし
て，わが国では喫煙率が年々低下し，紙巻きたばこの販売量も減少していま
す．こうした中，たばこ業界の販売戦略は，紙巻きたばこから非燃焼・加熱
式たばこ(以下，加熱式たばこ)や電子たばこなどの「新型たばこ」へと軸足
を移しつつあります．特にわが国では加熱式たばこの普及が急速に進んでい
て，国内のたばこ市場でのシェアが 2019 年には 3 割に迫るとの推計もみら
れます．

新型たばこの有害性や健康影響などに関する研究は進んでいますが，販売
開始から数年ということもあり，医療・公衆衛生関係者の間でも，最新の研
究成果に基づく科学的知見が共有されているとは言い難いのが実情です．ま
た，受動喫煙対策の強化を図るための健康増進法改正に際して，加熱式たば
こについては，受動喫煙の健康影響に関する科学的知見が十分でないとし
て，紙巻きたばこよりも弱い規制にとどまったため，今後の対策に関わる保
健所などの現場からは困惑の声も聞かれます．

本特集では，新型たばこの種類とその健康影響に関する最近の研究成果な
どを紹介するとともに，特にわが国で販売が急増している加熱式たばこに焦
点を当てて，今後の規制のあり方を考えることとしました．企画に当たって
は，日本公衆衛生学会総会(2017・2018 年)における加熱式たばこ関連のシ
ンポジウムの内容を参考にしました．加熱式たばこの有害成分と健康影響，
喫煙率などのモニタリング調査への影響，使用時の空気汚染の実態や受動喫
煙対策の必要性，および禁煙治療への影響など，幅広い視点から最新の情報
を学んでいただければ幸いです． (「公衆衛生」編集委員会)
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